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移住や店舗開業における課題と可能性

株式会社Imizutto/北陸ポートサービス株式会社



仕事について





Our Service



良 樹 細 根 ・ 大 樹 深 根
「 良 樹 細 根 ・ 大 樹 深 根 」 と は
良 い 樹 木 に な る に は き め 細 か い 根 を 張 る 必 要 が あ る
大 き な 樹 木 を 育 て る に は 深 い 根 を 張 る 必 要 が あ る
と い う 意 味 で す
こ の 言 葉 の よ う に 目 に 見 え な い 根
土 台 の 部 分 を つ く る こ と
地 域 社 会 ・ 経 済 に と っ て の 「 土 づ く り 」 を 行 い
未 来 へ の 希 望 が 見 え る ま ち に 貢 献 す る こ と を
信 条 と し て い ま す

│Our Creed│

期 待 を 超 え る 価 値 あ る サ ー ビ ス を 創 出 し
人 の 成 長 ・ 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る

│Our Philosophy│ 

「土づくり」で社会をより良くする

│Our Slogan









自分について



インディーズ（indies）

独立系を意味する「Independent」から派生した、主にある業種において
「メジャー（大手）」に属さない、独立性の高い状態を指す言葉。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

マインド1



楽しいこと 確かなこと
好きなこと 大変なこと
良いこと 必要なこと
見返り やりがい

自分事 地域・社会

成長したい。新しい能力を得たい。
↓

方法論ではなく 人間力を磨きたい

＜

人間力を磨く ＝ 「熱意」というエネルギーが必要
熱意を持続 ＝ 外発的動機 → 内発的動機
動機 ＝ テンション → パッション

マインド2
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2012/01 射水・新湊 → 富山市へ転出

2012/03 (46期) 北陸ポートサービス 代表取締役 就任

2013/06 グリーンエネルギー北陸 設立 [バイオマス発電事業：射水市]

出稼ぎ

射水・新湊へ

2009年30歳 射水JC入会
2010年 委員長
2011年 日本・富山BOM出向

外じゃなく内を
もっともっとやらなきゃ！
まちづくり→会社・仕事
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2020/04 緊急事態宣言

8ablish・Apllo&Char Companyとの出会い

世界・地域社会変化、将来への不安、子どもたちの未来
失われる地域の力、消滅する故郷・・・

家で時間を過ごすためにホームセンター、園芸店に人大勢いる
「土づくり」でもっともっと お役にたてる！
「やりたかったこと」何でも挑戦しよう！！

マインド4

2021/04 地域創生事業 立上げ



















可能性について



なぜ東京→富山・射水？
[AOYAMA → TOYAMA]

なぜ麻布台と射水？

↓

近い・自然・食・景色・豊かさ

決め手：人（歴史・文化・風土）

×

外の力で内に秘めた力を引き出す
共感・身を委ねる関係が最大な力を発揮する可能性



今 起きていることは「過去」の産物
「過去」では「明るい未来」はつくれない

必要なことは獲りにいく・足らないことは埋める

熱意・行動 外にでる

伝わらなくても感じとってくれる（共感）

内に秘めた力×外に溢れた力（イノベーション）

鉄は熱いうちに打つ（スピード）

何のために打つのか（デザイン）

人は人で磨かれ 街は住む人を映す



【内川の未来に対する提案】

民間・行政 プレイヤー同志の価値観（志坐）を高める
膝を突き合わせ 想いを確かめる場

↓
民間に委ねる関係性の構築

内と外の調和
↓

可能性を信じ 突き進む

補助金等の連携

オープンな場



【内川の未来に対する提案】

人口減 → 働き手の不足
※企業が抱える大きな問題

住む人を増やすための内川（暮しの特権）

日本一「働き・住みたい」場所
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